










































The influence by which the reflection performed by
a group gave it to clarification of own problem of CNS
新 田 和 子 (Kazuko Nitta)＊ 仲 村 直 子 (Naoko Nakamura)＊＊







を強いられながら､ 自己の実践を新しい意味づけで捉えなおし､ 自己表現する率直さを育みながら､ 自ら批判的分析を
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いる｣ と答えた｡ 協力者Ｃからの ｢CNSとして
コンサルテーションが来なくなる危機感とかが
あるのか｡｣ という質問に《うなづきながら聴》
































































































































































































































































































































科学学会)』 で発表されている｡ また､ 本研究
において申告すべき利益相反事項はない｡
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